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各位 

株式会社コマース One ホールディングス 

エネサイクル株式会社

エネサイクル株式会社、フィリピン共和国・インドネシア共和国・マレーシア／鉄鋼業界向け石炭代替

としてのバイオ炭製造に関わる調査事業が 

経済産業省の令和６年度補正グローバルサウス未来志向型共創等事業費補助⾦ 

（小規模実証・ＦＳ事業）に採択 

～バイオ炭による石炭代替利用で多排出産業のグリーン化を支援～ 

エネサイクル株式会社（本社：東京都千代田区九段南、代表取締役：野村 征充、以下、エネサイク

ル）は、フィリピン共和国・インドネシア共和国・マレーシアにおける鉄鋼業界向け石炭代替としての

バイオ炭製造に関わる調査事業において、経済産業省の令和６年度補正グローバルサウス未来志向型共

創等事業費補助金（小規模実証・ＦＳ事業）に採択されたことをお知らせいたします。 

この度、採択された事業は、鉄鋼業の生産プロセスで使用される石炭の代替品としてのバイオ炭製造に

関して、フィリピン共和国・インドネシア共和国・マレーシアにおける事業化の実現可能性を調査し、

同産業の脱炭素化を支援することを目的としています。 

事業の背景 

鉄鋼業界は製造プロセスにおける石炭使用量が多く、2024 年度において我が国の産業由来 GHG 排出の

約 4 割を占めることから、GHG 排出削減が喫緊の課題となっています。エネサイクルはこれまで、石炭

の代替素材としてのバイオ炭の有用性について技術実証を重ね、製鉄プロセスへの適用可能性を検証し

てきました。本事業は、実証段階から事業化に移行するためのステップに位置づけられます。 

令和６年度 

補正グローバルサウス未来志向型共創等事業費補助⾦（小規模実証・FS 事業）特設 HP 

https://gs-hojo-web-fspoc.jp/index.html 

https://gs-hojo-web-fspoc.jp/index.html


 

 

採択事業の概要 

本事業では、東南アジア（フィリピン共和国・インドネシア共和国・マレーシア）への炭化設備の建設

を見据え、最適な立地選定と事業化に向けたサプライチェーン構築のための調査※を実施します。具体

的には以下の３点を主なテーマとしています。 

① 原料調達・ロジスティクス調査 

バイオ炭製造に必要な原料バイオマスの調達体制と、製造したバイオ炭を効率的に輸送・運用するため

のロジスティクスを調査します。 

② 法令・規制調査 

炭化プラントの建設・運営に関わる各国の法令・規制環境を調査し、設備投資判断の基盤となる情報を

整備します。 

③ 実機運用試験・有用性評価 

鉄鋼メーカーの実機設備においてバイオ炭の運用試験を実施し、バイオ炭のストックから実機での利用

に至る一連の工程における運用面での検証や評価を行います。 

事業の意義 

本調査は、鉄鋼業界におけるバイオ炭シフト（石炭使用量削減）による脱炭素化の実現可能性を具体的

に事業モデル化するための取り組みです。 

鉄鋼をはじめとする GHG 多排出産業等でのバイオ炭の利用可能性は確認されており、安定的な供給体

制の確立が事業化に向けた鍵となっています。本調査を通じた経済性の評価と最適立地の選定によっ

て、設備投資・炭化プラントの建設・バイオ炭の安定供給という事業化の実現を目指します。 

  



 

 

エネサイクルの技術優位性 

エネサイクルが開発した炭化炉は、以下の技術的優位性を有しています。 

 原料の柔軟性： 

含水率 50%までの原料に対応。東南アジア各国で豊富に産出する食品残渣・ヤシ殻など多様なバイ

オマスを、二酸化炭素を発生させる外部エネルギーを使用せずに炭化可能。 

 高品位なバイオ炭の生成： 

高温処理により炭素分の高いバイオ炭を安定的に生成。 

製鉄プロセスの還元材として高い適性を持つ。 

 優れた経済性： 

クレジット生成期間を約 1/20 に短縮、運用コストを約 50%削減。 

 

※ コナッツ内果皮やパームヤシ殻を炭化させるプラント建設を見据え、最適な立地選定と事業化に向けた

サプライチェーン構築のための調査 

なお、エネサイクルのバイオ炭生成技術を活用した TradeSafe のカーボンクレジット事業は、引き続き

検証をしてまいります。今後、コマース One ホールディングスグループのリソースとの連携を強め、グ



ループシナジーの創出を通じた事業拡大を目指していく方針です。

本件による、2027 年３月期の当社連結業績への影響は、軽微であると見込んでおります。 

会社概要 

■ エネサイクル株式会社

代表者 代表取締役 野村 征充 

本社所在地 東京都千代田区九段南 4 丁目 2-11 

設立 2015 年 7 月 

事業内容 

 バイオマスの水素ガス化技術開発

 バイオマス発電設備の運転・保守業務

 バイオマスの炭化およびガス化装置の設計・開発・建設

 改質ガスの高純度水素製造への開発業務

 同上発電設備からの炭化物応用技術開発

 バイオマス燃料の開発・製造

 同上発電設備や炭化装置の海外展開

URL https://enecycle.co.jp/ 

■ 株式会社コマース One ホールディングス

代表者 代表取締役 岡本 高彰 

所在地 東京都千代田区九段北４丁目２-１ 市ヶ谷スクエアビル 

設立 2006 年 8 月 

URL https://www.cm-one.jp/ 

https://enecycle.co.jp/
https://www.cm-one.jp/



